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ミュージアムパーク茨城県自然博物館の再開について 

  

本館において、第三展示室のダイオウイカ展示ケース破損によるホルマリン水溶液流

出に伴い、空気中へのホルムアルデヒドの揮発を確認したため臨時休館しておりました

が、今般、館内の安全性が確認されましたので、下記のとおり開館いたします。 

 

記 

 

１ 開館日 

  令和４年３月９日（水） 

 

２ 安全性の確認について 

  館内のホルムアルデヒド濃度が建築物環境衛生管理基準に定める基準値（0.1 ㎎/ 

㎥）を超える地点があったが、溶液が染み込んだ箇所の洗浄や交換、換気の徹底及 

び空気浄化装置の効果により、検査専門機関の測定結果が基準値を下回ったことが、 

３月１日と７日の２度確認できたため 

 

３ 再発防止に向けた主な対策について 

（１）専門業者による緊急の安全点検実施 

ホルマリン等の水溶液につけた標本（液浸標本）の安全点検を実施し、ひびや 

破損等がないのを確認 

（２）安全対策の実施 

    安全点検の結果を踏まえ、転倒防止として、全ての液浸標本ケースを順次固定 

する。また、液浸標本に使用しているホルマリン濃度の見直しなど、より安全な 

展示方法を検討していくとともに、定期的な専門業者の安全点検を継続して実施 

する。 

 

４ 開館時に開催する企画展について 

   第 83 回企画展「ミュージアムパーク・コレクション－コレなに？コレみて！自然 

の宝、大公開！－」を、令和４年６月 12 日（日）まで開催いたします。 

 今回の企画展では、普段公開していない標本等を多数展示いたします。 

皆さまが「コレなに？」とびっくりする標本、学芸員が「コレみて！」とイチ推 

しする標本など、当館が収蔵している自然の宝、「ミュージアムパーク・コレクシ 

ョン」がもつ魅力に触れてみてください。 

 

   ※詳細は、別添資料を参照願います。 

 

【本資料の詳細についてのお問い合わせ先】 
〇ミュージアムパーク茨城県自然博物館 担当：荒井（管理課） 

   TEL：0297－38－2000 E-Mail：m-park@pref.ibaraki.lg.jp 

教育庁総務企画部文化課 担当：大薮（芸術文化担当） 

TEL：029－301－5454 E-Mail：geibun@pref.ibaraki.lg.jp 

 






